
 

令和３年１月 15 日  

内閣府（防災担当） 

 

 

 

 

令和３年１月７日からの大雪による災害にかかる 

災害救助法の救助期間の延長について 

 

 
１．救助の概要 

令和３年１月７日からの大雪による災害により、災害救助法の適用を受けた４県１９

市２町１村の障害物の除去による住家の除雪について、救助範囲が広域であること等を

鑑み、災害救助法施行令第３条第２項に基づき、救助期間 ※を下記のとおり延長を行う。 
※ 災害救助法による救助の程度、方法及び期間並びに実費弁償の基準（内閣府告示第 228号）

第 12条第１項第３号において、「障害物の除去は、災害発生の日から十日以内に完了しなけれ

ばならないこと。」とされている。 

 

 

２．救助期間 

  令和３年１月３１日（日）まで 

 

 

（参考） 

災害救助法による障害物の除去について（災害救助事務取扱要領（令和２年５月）（抜粋）） 

 

法による障害物の除去において、平年に比して積雪量が多く、若しくは短期間に集中的

な降雪があり、これを放置すれば、住家の倒壊等により、多数の者の生命又は身体に危害

を受けるおそれが生じた場合であって、自らの資力及び労力によっては除雪を行うこと

ができない者に対しては、住家の除雪（雪下ろし等）の実施が可能である。除雪を行うに

あたっては、日常生活に支障がない範囲内で実施するものであること。 

また、雪害に対する除雪に際しての空き家等の取扱については、空き家等の管理者が除

雪を行わないことにより倒壊して、隣接している住家に被害が生じるおそれがある場合

など、住民の生命又は身体に危害が生じるおそれがあるときは、住家の除雪（雪下ろし等）

の対象に含めることは可能である。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

本件問合せ先 

内閣府政策統括官（防災担当）付 

参事官（被災者生活再建担当）付 

     阿部、横田、森戸、柚上、山地 

TEL 03-5253-2111（内線51276） 

03-3503-9394（直通） 

1月 15日 16時 00分公表 



 

 
参考資料 


